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ふ じ た か ・ と よ ふ み  ☆  1 9 4 9 年 、 今 治 市 生 ま れ 。 1 9 6 9 年 愛 光 学 園 を 卒 業 し

た の ち 、 神 戸 大 学 経 営 学 部 入 学 。 1 9 7 3 年 同 大 学 卒 業 後 、 ㈱ 市 場 調 査 社 に 入 社 。

1 9 7 5 年 ㈱ 藤 高 大 阪 事 務 所 に 入 り 、 タ オ ル 業 界 に 足 を 踏 み 入 れ る 。 1 9 7 8 年 ㈱ 藤

高 今 治 本 社 に 入 社 し 、 1 9 9 0 年 か ら 同 社 代 表 取 締 役 社 長 。 自 社 の 経 営 に 従 事 す る

傍 ら 、2 0 0 6 年 か ら 2 0 0 9 年 ま で 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 の 理 事 長 を 務 め 、 今 治 タ オ

ル 復 活 へ 向 け て 精 力 的 に 活 動 を お こ な う 。  

 

 

1 9 9 0 年 代 初 頭 か ら 今 治 の タ オ

ル 業 界 が 直 面 し た 戦 後 最 大 の 危

機 。 輸 入 タ オ ル に 押 さ れ て 生 産

量 が 年 々 減 少 す る な か 、 頼 み の

セ ー フ ガ ー ド が 2 0 0 4 年 に 見 送

ら れ 、 産 地 は 自 力 で の 再 生 を 余

儀 な く さ れ た 。 そ ん な と き 、 四

国 タ オ ル 工 業 組 合 理 事 長 と な っ

た 藤 高 豊 文 氏 は 、 産 地 の 抱 え る

問 題 を 整 理 し J A P A N ブ ラ ン ド

育 成 支 援 事 業 の も と で 問 題 に と

り 組 み 、 1 9 9 1 年 以 降 つ づ い た

生 産 量 の 下 落 に 歯 止 め を か け

た 。 い ま で は 高 級 タ オ ル の 代 名

詞 と し て ひ ろ く 認 知 さ れ つ つ あ

る 今 治 タ オ ル だ が 、 今 治 タ オ ル

再 生 へ の カ ギ を 握 る 藤 高 氏 に 当

時 の 話 を う か が う 。  
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1 ．  産 地 ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 長 と し て の 責 任  

 

今 治 のために、いま、何 をすべきか  

 

 1 9 9 2 年 、四 国 タ オ ル 工 業 組 合 の 理 事 に 就 任 し た 藤 高 豊 文 氏 は 、1 9 9 4

年 に 組 合 の な か に 設 置 さ れ た 産 地 ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 会 の 委 員 長 に 任 命 さ

れ た 。 二 人 目 の タ オ ル び と で あ る 藤 高 氏 の 話 は 、 こ こ か ら は じ め よ う 。  

1 9 9 4 年 と い え ば 、今 治 タ オ ル の 生 産 量 が 1 9 9 1 年 の ピ ー ク か ら 減 少

に 転 じ は じ め て 3 年 目 で あ り （ 表 1 ）、 輸 入 浸 透 率 が 約 3 0 ％ に 届 こ う と

し た 年 で あ る 。 し か し 、 こ の 現 実 と は 裏 腹 に 、 今 治 の タ オ ル 業 界 に は そ

れ ほ ど 切 羽 詰 っ た 危 機 感 は ま だ な か っ た 。 当 時 、 組 合 が 組 合 員 に 対 し て  

 

 

年次 生産量 年次 生産量 年次 生産量

1985 47,583 1994 41,668 2003 16,239

1986 49,984 1995 40,333 2004 15,569

1987 50,121 1996 36,644 2005 13,643

1988 50,098 1997 34,980 2006 12,207

1989 50,383 1998 31,515 2007 10,546

1990 48,710 1999 31,447 2008 10,276

1991 50,456 2000 27,309 2009 9,381

1992 47,353 2001 23,398 2010 9,851

1993 43,293 2002 20,206 2011 10,014

出典：　「企業数、織機台数、革新織機台数、従業員数、綿糸引渡数量、生産量、売
値、生産額、輸出・輸入数量の推移」（「四国タオル工業組合」HP）より作成。

表1　1985～2011年における今治タオル生産量（トン）

 

 

 

お こ な っ た ア ン ケ ー ト 調 査 の な か に 「 今 後 、 今 治 産 地 は ど の よ う に な る

か 」 と い う 質 問 事 項 が あ り 、 こ れ に 対 し て 「 衰 退 に 向 か う 」 と 答 え た 組

合 員 は 半 数 に す ぎ な か っ た 。 こ の 結 果 を う け て 、 当 時 の 組 合 理 事 長 で あ

っ た 吉 井 久 氏 が 、「 今 治 に 伊 予 柑 は あ る が 、危 機 感 は な い 」と も ら し た ほ



「タオルびと」2013 年 4 月号（藤高豊文氏編①） 

 
 

3 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

ど で あ る 。  

安 価 な 輸 入 タ オ ル の 浸 透 や バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 の 需 要 減 少 、 そ の な か で

生 じ た タ オ ル 問 屋 と の 関 係 の 変 化 な ど 、 じ わ じ わ と 押 し 寄 せ る 産 地 の 危

機 。 そ の 一 方 で 、 変 化 の ス ピ ー ド に 追 い 付 け ず 事 態 は 急 を 要 す る と い う

認 識 の 一 致 が 十 分 に で き な い タ オ ル 業 界 。 こ の よ う な 状 況 下 で 、 組 合 の

な か に 産 地 ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 会 が 設 け ら れ 、 藤 高 氏 は 吉 井 理 事 長 か ら 委

員 長 に 指 名 さ れ た 。 産 地 ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 会 は 、 今 後 の 産 地 の 方 向 性 を

決 め る 目 的 で 設 置 さ れ た 重 大 な 委 員 会 で あ っ た 。 同 委 員 会 は 、 タ オ ル の

将 来 性 に つ い て 識 者 か ら 話 を 聞 い た り 、 桐 生 や 尾 州 、 北 陸 、 新 潟 （ 五 泉 ）

な ど 他 の 織 物 産 地 を 視 察 し た り 、 そ の 他 に も 有 田 や 別 府 な ど 伝 統 的 産 業

を 残 す 地 域 に も 足 を 運 ん だ り 、 で き る か ぎ り の 情 報 を 収 集 し ビ ジ ョ ン の

策 定 を こ こ ろ み た 。  

 藤 高 氏 が 当 初 か ら 今 治 の 将 来 を 楽 観 視 し な か っ た の は 、 み ず か ら が ㈱

藤 高 の 代 表 取 締 役 社 長 と し て 自 社 の 経 営 状 況 に 危 機 感 を 抱 い て い た か ら

で あ る 。 バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 の タ オ ル 需 要 の 減 少 は 在 庫 を 増 や し 、 そ れ が

経 費 と し て 重 く の し か か る こ と で 同 社 の 利 益 は 急 速 に 落 ち 込 ん で い っ た 。

自 社 の 危 機 は 今 治 の 危 機 で あ り 、 今 治 タ オ ル 全 体 の 生 産 量 の 減 少 は 当 然

予 想 さ れ た も の だ っ た 。藤 高 氏 は 、こ の タ イ ミ ン グ で 組 合 の 理 事 と し て 、

そ し て 産 地 ビ ジ ョ ン 策 定 委 員 長 と し て 、 今 治 タ オ ル の 起 死 回 生 に 向 け た

活 動 を 開 始 す る こ と に な る 。 こ れ ら の 活 動 の 具 体 的 な 話 に 入 る 前 に 、 藤

高 氏 と タ オ ル の 縁 に つ い て 少 し 触 れ て お こ う 。  
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2 ．  タ オ ル 業 界 に 入 っ た の は 自 然 の 流 れ  

 

幼 少 の頃 から「すり込 み」ができていたんです  

 

藤 高 豊 文 氏 と タ オ ル は 、 運 命 的 な 縁 で 結 ば れ て い る 。 運 命 的 と い え  

ば 大 げ さ か も し れ な い が 、

藤 高 氏 の 出 自 を み れ ば 納 得

が い く 。  

藤 高 氏 の 祖 父 は 1 9 1 9 年

創 立 の 「 藤 高 タ オ ル 」 の 創

始 者 藤 高 豊 作 氏 で あ り 、 二

度 の 改 組 を へ て 「 株 式 会 社

藤 高 」 を 率 い た の が 二 代 目

の 父 薫 氏 で 、 豊 文 氏 は 三 代

目 （ 社 長 と し て は 五 代 目 ）

と し て 誕 生 し た（ 表 2 ）。そ

れ ゆ え 、 藤 高 氏 が タ オ ル 業

界 に 入 っ た の は 自 然 の 流 れ

で あ り 、 幼 少 の 頃 か ら 「 す

り 込 み が で き て い た 」 の で

あ る 。  

愛 光 学 園 の 中 学 時 代 は 、

陸 上 部 に 籍 を 置 い た 。 全 県

中 学 駅 伝 で は キ ャ プ テ ン で

ア ン カ ー を つ と め 、 チ ー ム

を 優 勝 に 導 い た 。 高 校 は お

な じ く 愛 光 学 園 の 高 等 部 に 進 ん で 受 験 勉 強 に 励 ん だ 。 当 時 は 学 園 闘 争 の

真 っ 盛 り で あ っ た が 、 1 9 0 2 年 設 立 の 神 戸 高 等 商 業 学 校 に 起 点 を も つ 神

戸 大 学 に 進 学 し た 。 大 学 で は 経 営 学 部 に 所 属 し た が ほ と ん ど 授 業 ら し き

も の は な か っ た 。 大 学 卒 業 後 は す ぐ に タ オ ル 業 界 に は 入 ら ず 、 3 年 ほ ど

  

年次 内容

1919 「藤高タオル」創立

1929 「合資会社藤高商店」設立

1952 横織りタオルにて特許取得

1963頃 タオルケット生産開始

1967 「株式会社藤高」設立

1972
VOSSEN社と技術提携（業界において初めてライセン

ス製品の生産開始）

1976 「協同組合フジタカ繊維」設立

1980 「同心染工株式会社」を系列化

1991 流通センター完成

1992 CI導入

1993 本社ビル完成、TQC導入

1994
同心染工株式会社の糸染プラント完成（糸染から最終

製品まで一貫生産を実現）

1996 TSS導入（「トヨタ生産方式」）

1999 ビーマー・ワーパー導入

2002 ウールマーク使用権取得

2004 自動サンプル整経機導入

2005 「五彩織り」開発、極小ロット用自動整経機導入

2006 「五彩織り」を国立西洋美術館内のショップにて販売

2008 「五彩織り」特許取得

  

表2 　㈱藤高沿革史                                     

出典：　㈱藤高会社案内パンフレットおよびホームページ

（http://fujitaka.co.jp/）
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菅 原 利 鑅  

（ 写 真 :テ ク ス ポ ー ト 今 治 ）  

マ ー ケ テ ィ ン グ 会 社 に 身 を 置 い た 。そ こ で は 、調 査 依 頼 が あ る と 入 社 早 々

で あ っ て も プ ロ ジ ェ ク ト を 組 ん で 予 算 作 成 か ら ア ン ケ ー ト 作 成 、 調 査

員 ・ ア ン ケ ー ト 要 員 の 確 保 、 報 告 書 作 成 、 収 支 報 告 ま で 、 プ ロ ジ ェ ク ト

リ ー ダ ー と し て 責 任 者 の 役 割 を 負 わ さ れ た 。 こ う し た 経 験 を と お し て 、

顧 客 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 ・ 分 析 の 重 要 性 を 体 感 し た 。 藤 高 氏 が の ち

に 今 治 タ オ ル の 知 名 度 に つ い て ア ン ケ ー ト 調 査 を お こ な っ た こ と は 、 こ

の と き の 経 験 が 生 か さ れ て い る 。  

 

 

3 ．  老 舗 タ オ ル メ ー カ ー の 株 式 会 社 藤 高  

 

藤 高 氏 は 、 1 9 7 5 年 に ㈱ 藤 高 の 大 阪 事 務 所 に 入 り 、 タ オ ル 業 界 に 足 を

踏 み 入 れ た 。 ㈱ 藤 高 は 、 1 9 1 9 年 創 業 の 今 治 を 代

表 す る 老 舗 タ オ ル メ ー カ ー の ひ と つ で あ る 。 同 社

は 、 歴 史 的 に み る と 、 戦 前 で は 愛 媛 県 立 工 業 講 習

所 （ 現 在 の 愛 媛 県 産 業 技 術 研 究 所 繊 維 産 業 技 術 セ

ン タ ー ） の 技 師 ・ 講 師 で あ っ た 菅 原 利 鑅
と し は る

  

氏 が 1 9 2 5 年 に 開 発 し た 北 織 式 広 幅 ジ ャ カ ー ド 機

を 開 発 す る と 、 そ れ を 早 い 段 階 で 導 入 し て 今 治 タ

オ ル の 発 展 を 牽 引 し た 。  

戦 後 は 、 戦 災 に よ る 消 失 と い う ほ ぼ ゼ ロ か ら の ス タ ー ト を 余 儀 な く さ

れ た が 、 戦 後 復 興 に お い て 初 代 豊 作 氏 は 組 合 の 結 束 を 固 め る う え で 主 要

な 役 割 を 果 た し た 。「 今 治 タ オ ル の 歴 史 に 藤 高 あ り 」な の で あ る 。現 在 は 、

「 H u m an  T e c h n o l og y  &  L i f e  D e s i g n （ 人 に や さ し い 技 術 、 生 活 を 設 計

す る デ ザ イ ン ）」を ス ロ ー ガ ン に 、技 術 力 の 高 さ と 小 ロ ッ ト ・ 短 納 期 に 対

応 で き る 高 級 タ オ ル の 生 産 に 特 化 し 、 藤 高 の 長 い 歴 史 は い ま も 確 か な 歩

み を つ づ け て い る 。  

今 治 の タ オ ル 生 産 が ピ ー ク を 迎 え た 1 9 9 1 年 、㈱ 藤 高 の 売 上 も 順 調 に

推 移 し て い た 。 藤 高 氏 が 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 し た の は 、 ち ょ う ど こ の

頃 で あ る 。 し か し そ の 後 、 バ ブ ル 経 済 が 崩 壊 し て か ら 坂 道 を 転 が る よ う

LOOKS
ノート注釈
1882年山形県鶴岡市生まれ。東京高等工業学校を卒業後、福島県工業試験場をへて東洋紡績島田工場長に就任。1922年に愛媛県立工業講習所（1934年愛媛県立染織試験場に改組）設立と同時に技師として赴任。その後、1932～1935年同講習所の所長、1934～1946年同試験場の場長を歴任。タオルを中心に数多くの染織技術者を育成し、戦前戦後をとおして今治タオルの発展には欠かせない人物。
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に 売 上 は 減 少 し 、1 9 9 5 年 に は 会 社 の 利 益 は ピ ー ク 時 の 1 9 9 1 年 に く ら

べ る と 、 約 2 7 分 の 1 に ま で 落 ち 込 ん だ 。 原 因 は 、 急 に 売 れ な く な っ た

タ オ ル の 在 庫 を 抱 え す ぎ た た め で あ る 。 タ オ ル 問 屋 は 当 時 在 庫 を も た な

か っ た た め 、 不 良 在 庫 を も つ こ と は 会 社 の 利 益 を 大 幅 に 圧 迫 し た 。  

バ ブ ル 経 済 崩 壊 の 約 2 0 年 前 に あ た る 1 9 7 0 年 代 初 頭 、 ㈱ 藤 高 は ひ と

つ の 転 機 を 迎 え て い た 。同 社 は 、1 9 7 2 年 に ド イ ツ の V O S S E N 社   と

技 術 ・ デ ザ イ ン 提 携 し 、 初 め て ブ ラ ン ド タ オ ル   を 誕 生 さ せ た 。 ブ ラ

ン ド タ オ ル は 、 問 屋 を 介 し て で あ る が 爆 発 的 に 売 れ た 。 問 屋 は 、 ㈱ 藤 高

の ブ ラ ン ド タ オ ル の ヒ ッ ト を う け て 、 そ の 頃 人 気 の あ っ た デ ザ イ ナ ー ブ

ラ ン ド の 商 標 権 を 取 得 し て タ オ ル の 企 画 を 主 導 し は じ め た 。 ブ ラ ン ド タ

オ ル は 贈 答 用 と し て 大 ブ ー ム と な り 、 こ れ 以 降 バ ブ ル 経 済 崩 壊 ま で 2 0

年 ほ ど つ づ い た 。  

㈱ 藤 高 も ブ ラ ン ド タ オ ル の ブ ー ム に 乗 り 、 徐 々 に 問 屋 依 存 型 に 傾 斜 し

て い っ た 。V O S S E N 社 と 提 携 す る 以 前 は 、自 社 に よ る デ ザ イ ン の タ オ ル

を つ く り 問 屋 に 売 り 込 む と い う 、 い わ ば 自 社 ブ ラ ン ド を も っ て い た 。 し

か し 皮 肉 に も 、V O S S E N 社 と の 提 携 が 自 社 ブ ラ ン ド の 喪 失 と 問 屋 主 導 型

の 体 質 を 生 み 、 バ ブ ル 経 済 崩 壊 後 は 贈 答 用 ブ ラ ン ド タ オ ル の 需 要 低 下 に

直 面 し て 売 上 の 減 少 を 招 い た 。 ㈱ 藤 高 が た ど っ た 道 は 、 他 の 多 く の タ オ

ル メ ー カ ー も 同 様 で あ っ た 。 こ の よ う に し て 、 1 9 7 0 年 以 降 に 全 「 ブ ラ

ン ド 時 代 」 に 突 入 し 、 タ オ ル 産 地 今 治 の 名 は 背 後 に 押 し や ら れ て い っ た

の で あ る 。 ブ ラ ン ド タ オ ル が い か に 売 れ た か は 、 今 治 タ オ ル の 生 産 量 が

1 9 9 1 年 ま で 増 加 し た こ と か ら も 看 取 で き る （ 表 1 ）。  

藤 高 氏 は 、 先 ほ ど 述 べ た よ う に 、 自 社 の 利 益 の 激 減 と い う 状 況 に 対 し

て 積 極 的 な 態 度 で 挑 ん だ 。 一 番 の 打 開 策 と な っ た の が 、 1 9 9 6 年 に 「 ト

ヨ タ 生 産 方 式 」 を 導 入 し 、 在 庫 の 削 減 と B 級 品 の 低 減 を 目 標 に し て 構 造

改 革 に と り 組 ん だ こ と で あ る 。 そ の 成 果 は 如 実 に あ ら わ れ 、 在 庫 は 4 分

の 1 に 、B 級 品 は 5 分 の 1 に ま で 抑 え る こ と が で き た 。藤 高 氏 は 、バ ブ

ル 経 済 崩 壊 後 の 会 社 の 危 機 を 乗 り こ え 、 業 界 の 立 て 直 し に と り 組 む こ と

に な る 。（ 次 号 に つ づ く ）  

LOOKS
ノート注釈
オーストリアのイエナースドルフにあるタオルメーカー。現在42ヵ国に営業拠点がある。
㈱藤高が提携したのは、現在のVOSSEN社の前身。ドイツのギュータスローに本社があり、ヨーロッパで当時最大のタオルおよびバスローブのメーカーのひとつであった。

LOOKS
ノート注釈
「タオルびと」創刊号では「ブランド名入れタオル」と表記。通常、ブランドの名前が入ったタオルを「ブランドタオル」という。セリーヌやディオールなど海外の人気ブランドにくわえ、モリハナエやパーソンズ、ケンゾーなど日本の有名ブランドの名前が入ったタオルのこと。ハンカチからタオルケットまで幅広い商品ラインでブランドの名前が織り込み・刺繍・プリントで表記された。


